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仙台市多機関連携セミナー「動物の命を考える」について 

 このことについて、岩手県環境生活部県民くらしの安全課より、開催案内があ

りましたので、お知らせします。 
 なお、詳細（申込方法等）は下記の仙台市ホームページをご覧ください。 

 
記 

 
・仙台市ホームページ 
「多機関連携セミナー「動物の命を考える」（仙台市動物管理センター） 
（会場：仙台市）」 

https://www.city.sendai.jp/dobutsu/kurashi/shizen/petto/hogodobutsu/semina-johou/semina-johou.html  
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「愛情と感謝と懺悔を込めて、動物の命を絶つことを考える」 

 
成城大学法学部 打越綾子 

 
 昨今、飼い主のいない犬や猫の命を救おうと保護犬・保護猫を譲り受ける人々も増えてお
り、「動物の命を大切に」という教育が各地で熱心に行われている。日本に限らず世界各国で、
犬や猫を家族や心の友と見なして大切に飼養する人々は多く、戦火の中でも動物の命を守ろ
うとする人々の姿が、国を超えて多くの人々の共感を得る時勢である。 
 しかし、改めて現実を見れば、人と動物の関係を考える際には、野生動物や実験動物、家
畜との向き合い方も考えねばならない。すると、動物の命を絶つことが私たちの生活に関わ
る営みであると気付く。とはいえ、そのことについて表立って議論されることは滅多にない。 
 元々肉食文化を持つ欧米諸国においては、動物の命を絶つことを前提に社会が構築されて
いる。そこでは、生前の動物福祉（動物の習性に応じて身体的・精神的に良好な環境を確保
すること）とともに、命を絶つ際の動物福祉（意識消失や苦痛の少ない方法をとること）に
関する研究も蓄積されてきた。広く認知されたガイドラインがあり、大学のカリキュラムも
整備され、人文社会科学系の研究者も参画して、作業従事者の立場や葛藤についても検討が
なされてきた。 
 比べて日本では、宗教的・文化的な背景から、動物の命を絶つこと自体が長らくタブーと
されてきた。現実には、近代以降の肉食文化や科学研究の進展とともに動物の命を絶つこと
が必然化していても、その必要性や苦痛を軽減する手法について表立って議論することが避
けられてきた。その結果、現場で作業を担う人々の使命感や葛藤は社会的に理解されず、む
しろ理不尽な非難が繰り返されてきた。と畜場関係者への差別だけでなく、動物実験や保健
所でのやむを得ぬ犬猫の安楽死処置に対する社会の目線は厳しい。 
 しかし、そもそも私たちは、毎日肉や乳製品を食べ、動物実験を通じて進歩した医療のお
かげで健康に暮らしている。動物病院でのペットの治療も、動物実験の成果物である。また
時に野生動物を捕獲・殺処分することで人身事故を防ぎ、農作物を安定的に生産し、外来生
物を防除して生態系を守っている。動物を媒介した病原体が蔓延するのを予防する公衆衛生
の観点や、家畜伝染病の拡大を防ぐ場面も忘れてはならない。ペットや動物園の動物は、日
頃のケアが大切であるにせよ、動物の命を絶つことが許されなければ、終末期を迎えた動物
を苦痛から解放する最後の手段を検討することもできない。 
 動物愛護の気風が広がる日本であっても、動物の命を絶つことは様々な場面で求められる。
ならば、その作業の必要性を受けとめ、誰もが動物の命を絶つ当事者側であることを自覚し
て、動物の苦痛の軽減や作業者の肉体的・精神的負担の軽減について、社会的に議論するこ
とが必要ではないだろうか。 


